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本研究は，支援技術の開発と利用に関して，従来あまり議論されることのなかった，時間要素（時

間経過によって変動する要素）と周辺要素（技術そのものや個人の外側にある，社会、一般技術、

医療技術、法制度など）に注目する． 

まず，支援技術の開発や活用を推進するための様々な先行取組みをレビューした上で，本研究

で取扱うべき中心的な課題である時間要素と周辺要素の重要性を示す． 

次に，３つの実証研究によって，この課題に複眼的な視座からアプローチする． 

研究１では数秒～数分単位の時間枠での実験心理学的手法，研究２では数カ月～数年単位の

時間枠でのインタビュー手法，研究３では数年～十数年単位の時間枠でのインタビュー手法およ

び文献調査手法，と異なった時間枠と研究方法で現象を捉える．研究１と研究２では個人内での

変化を対象とするが，研究３では，個人を超えて社会，一般技術，利用技術，法制度なども含めた

巨視的な観点からの変化もその対象として扱う． 

これらに基づき，支援技術の開発や利用に関わる問題点や注意すべきポイントを明らかにし，今

後のあり方の方向性を示す． 

以下，各章の概要を示す． 

 

【第１章】 

本研究の動機・背景，目的，論文の構成について述べる． 

本研究は，支援技術の開発および利用に関して，これまであまり議論されることのなかった，時

間要素と周辺要素に注目するものである． 

この背景には，筆者がこれまで支援技術の研究開発・評価を行う中で感じた研究開発現場での

理想と利用現場での現実のギャップがある．このギャップにおいて，時間要素と周辺要素に着目す

ることが重要であることを明らかにし，これらを考慮に入れた，俯瞰的な視座から分析することを提

案する．これによって，支援技術の開発や利用に関わる問題点や陥りがちなポイントを明らかにし，

今後の開発や利用をよりよく進めるための方向性を示すことが本研究の目的である． 

 

【第２章】 

支援技術の開発や利用を推進するために行われてきた様々な先行取組みをレビューした上で，

本研究で取扱うべき中心的な課題である時間要素と周辺要素の重要性を明らかにする． 

 

 



【第３章】 

本章では，支援技術を利用したときに起こる個人内での主観パフォーマンスおよび客観パフォ

ーマンスの変動について，数秒～数分程度の短期で起こる変動について調べる． 

具体的には，手袋・眼鏡を使ったシミュレーションでタスク遂行が阻害される状態を作り，それを

支援技術で支援することが，主観パフォーマンスおよび客観パフォーマンスの変化としてどのよう

に表れてくるかを定量的に調べた．このような方法は従来ヒューマンインタフェース評価の分野でし

ばしば行われてきた評価手法である． 

これにより，短期的に起こる，シミュレーション制約によるタスク阻害効果や支援技術による支援

効果が計測可能であることがわかった．しかし，利用効果が表れるまでにタイムラグを伴うことがあ

ることや主観パフォーマンスと客観パフォーマンスが必ずしも比例しないことがあることなどがわか

った． 

これらの限界に対応するためには，より長い時間幅での評価を行うことや，データとして取得が

容易な客観パフォーマンス値だけでなく，主観パフォーマンスの変化も調べ，両者の相関なども見

てみる必要がある． 

 

【第４章】 

支援技術開発利用プロセスにおいて，支援技術を受け入れた後の利用・継続フェーズを対象と

し，数カ月～数年を単位とするような中長期的な時間枠の中で，個人の主観パフォーマンス（自己

効力感）の変動要因や変動量について半構造化された利用者インタビューに基づく調査を行う． 

これによって，第３章で採った方法では明らかにできなかった，個人内での主観パフォーマンス

の中期的な変動パターンやその変化をもたらした要因について，時間要素や周辺要素との相互作

用が明らかにする． 

 

【第５章】 

本章では，支援技術について，コミュニケーションエイドを事例として，数年～十数年単位の

長期的な時間幅をもって，機器開発・サービス・周辺要素の3観点からその変遷を辿る． 

本章では，コミュニケーションエイドの開発を事例とし，技術開発を軸とした系譜を辿り，そ

れに関わった諸要素の相互関係を分析する．これにより，コミュニケーションエイドが，どのよ

うな経緯や背景の中で開発・提供・利用され，変遷してきたのかについて俯瞰的に理解する． 

このようなアプローチにより得られた知見に基づき，今後の支援技術の開発や利用のあり方について

方向性を示す． 

 

【第６章】 

ここまでの議論に基づいて総合的な考察を行う．特に、支援技術の開発や利用において陥りが

ちなポイントについてまとめ，今後の支援技術の開発と利用に関して方向性を示す． 

 



【第７章】 

本研究の結論と今後の展開について述べる．今後のあるべき方向性を，具体的に示すため，筆

者が支援技術関連の政策担当者になったと仮定し，具体的施策の試案を示す． 

 


